
船舶事故等調査報告書 

平成２７年１０月２２日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１５仙第４２号 

事故等種類 衝突 

発生日時 平成２７年５月１５日 １３時３０分ごろ 

発生場所 青森県むつ市大畑
おおはた

港 

大畑港東防波堤灯台から真方位１８１°４２０ｍ付近 

（概位 北緯４１°２４.６０′ 東経１４１°１０.１３′） 

事故等調査の経過  平成２７年７月７日、本事故の調査を担当する主管調査官（仙台事

務所）を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ 漁船 第二十一喜
き

幸
こう

丸、１９トン 

   ＡＭ２－４３２９（漁船登録番号）、個人所有 

Ｂ 漁船 第七天龍
てんりゅう

丸、１４トン 

   ＡＭ２－４３２４（漁船登録番号）、個人所有 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ、一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

Ｂ 船長Ｂ、一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

 死傷者等 なし 

 損傷 Ａ 右舷中央部外板に亀裂、いか釣り機の破損 

Ｂ 球状船首に凹損 

 事故等の経過  Ａ船は、大畑港内の魚市場前の岸壁に左舷着けし、船長Ａが１人で

操業の準備作業を行っていた。 

 船長Ａは、船首部で作業を行っていたところ、Ｂ船が魚市場の南東

方にある船揚場から降ろされた後、魚市場前の岸壁に向かって北西進

しているのを認めた。 

 船長Ａは、Ｂ船が、Ａ船の２隻後方に係留していた他船に横着けす

る予定であると聞いていたが、Ａ船の右舷後方に接近したので、係留

場所を変更するものと思って作業を続けていたところ、平成２７年５

月１５日１３時３０分ごろ、船長Ｂの叫び声が聞こえ、その後、衝突

の衝撃を感じてＢ船と衝突したことを知った。 

 Ｂ船は、船長Ｂが１人で乗り組み、知人１人を乗せ、船揚場から降

ろされた後、魚市場前の岸壁に向かった。 

 船長Ｂは、操舵室で手動操舵により操船を行い、約７～８ノット

（kn）の速力（対地速力、以下同じ。）で北西進し、Ａ船の２隻後方

に係留していた他船に横着けする予定であったが、急遽、Ａ船の前方

に着岸させることとし、約３kn に減速させた後、操舵及び機関の遠隔

操縦装置（以下「リモコン」という。）を持って前部甲板上に出た。 

 船長Ｂは、リモコンで左舵を取り、若干行きあしがあると思い、減



速させようとしたが機関が反応しなかったので、慌てて操舵室に戻っ

てクラッチレバーを操作したものの、左舵を取った状態で、Ｂ船の船

首部がＡ船の右舷中央部に衝突した。 

 気象・海象 気象：天気 曇り、風向 南東、風力 ３、視界 良好 

海象：海上 平穏、潮汐 高潮時 

 その他の事項 Ｂ船のリモコンは、操舵、ガバナ及びクラッチの各機能が組み込ま

れたもので、本事故当時、操舵機能はリモコン側での操縦に設定され

ていたものの、ガバナ及びクラッチの各機能は手動の状態で、リモコ

ン側での操縦に設定されていなかった。 

船長Ｂは、操舵室内では周囲の見通しが良くないので、ふだんから

リモコンを使用し、前部甲板上で着岸操船を行っていた。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

Ａ なし、Ｂ あり 

Ａ なし、Ｂ あり 

Ａ なし、Ｂ なし 

 Ａ船は、大畑港の岸壁に左舷着けで係留中、Ｂ船と衝突したものと

考えられる。 

 Ｂ船は、大畑港内を北西進中、船長Ｂが、前部甲板上でリモコンを

使用してＡ船の前方に着岸する際、リモコンの設定状況を確認しなか

ったことから、リモコンのガバナ及びクラッチの各機能が手動での操

縦に設定されていることに気付かず、リモコンで左舵を取り、減速さ

せようとしたが機関が反応せず、操舵室に戻ってクラッチレバーを操

作したものの、Ａ船と衝突したものと考えられる。 

 船長Ｂは、リモコンで操縦に当たる際、ふだんからリモコンで操縦

していたので、ガバナ、クラッチ及び舵がリモコンでの操縦に設定さ

れているものと思い、その設定状況を確認しなかったものと考えられ

る。 

 ガバナ及びクラッチの操縦が手動での設定となっていた状況につい

ては、明らかにすることはできなかった。 

原因  本事故は、大畑港内において、Ａ船が左舷着けで係留中、Ｂ船が北

西進中、船長Ｂが、前部甲板上でリモコンを使用してＡ船の前方に着

岸する際、リモコンの設定状況を確認しなかったため、リモコンのガ

バナ及びクラッチの各機能が手動での操縦に設定されていることに気

付かず、リモコンで減速させようとしたが機関が反応せず、Ａ船と衝

突したことにより発生したものと考えられる。 

参考 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・リモコンを使用して操船を行う際は、全ての機能がリモコン側で

の操縦に設定されていることを確認すること。 
 


